
  

NEWS RELEASE  

                         令和３年８月２６日（木） 

 

全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農） 

 

 ＪＡ全農は、８月２６日(木)に、「和牛食べるだけ自由研究」特設ＷＥＢサイトを公開いたしま

す。今年の焼肉の日（８月２９日）は、多くの子どもたちにとって夏休み最後の日曜日となります。

そこで、まだ自由研究に少しも手を付けていない子どもたちに向けて、ＪＡ全農から「和牛を食べ

るだけで」完成する自由研究のフォーマットをお届けします。 

 

「和牛食べるだけ自由研究」ＷＥＢサイト：https://dodontodonburi.com/yakiniku829/ 

 

「和牛食べるだけ自由研究」 

今年の焼肉の日（８月２９日）は、多くの子どもたちにとって夏休み最後の日曜日になりま

す。なかには、夏休みを満喫して休みが終わる直前まで宿題をため込んでしまう子どもたちもい

ます。そんな子どもたちの助け舟となるべく、ＪＡ全農は「和牛を食べるだけで」自由研究が完

成するシートを作成しました。 

 現在も続く新型コロナウイルス感染症の流行拡大の影響で、日本の食文化の象徴でもある和牛

の生産者や関係者の多くが苦境に立たされています。 

自由研究を通じて子どもたちに和牛の美味しさや魅力について知ってもらい、また和牛の消費

を盛り上げたいという想いから、８月２９日（日）の焼肉の日と夏休み最後の日曜日を掛け合わ

せて今回のＷＥＢサイトを開設しました。 

夏休みを満喫しすぎた子どもたちへ 

ＪＡ全農が「和牛を食べるだけで」完成する自由研究を公開！ 

今年の８月２９日（日）の焼肉の日は、夏休み最後の日曜日 

「和牛食べるだけ自由研究」特設ＷＥＢサイト公開 

https://dodontodonburi.com/yakiniku829/


  

 

【「和牛食べるだけ自由研究」概要】 

ＷＥＢサイトから自由研究フォーマットのＰＤＦをダウンロードすることができます。 

ＰＤＦは、部位や生産地が異なる和牛を食べ比べ、食べた和牛の部位に丸を付けたり、産地の都

道府県に色を塗ったり、手軽に・楽しく取り組めるような設計にしました。また、余白をたくさ

ん設け、あくまでも「自由に」子どもたちが自由研究に取り組めるようなレイアウトにしまし

た。 

 

 

■使い方ステップ 

 

① ＷＥＢサイトトップページからシートをダウンロードして、印刷。 

Ａ４用紙をご用意ください。 



  

ＷＥＢサイトＵＲＬ：https://dodontodonburi.com/yakiniku829/ 

 

② 和牛の購入 

スーパーや精肉店などで、部位や産地（都道府県）が異なる和牛を購入。 

※国産の「和牛」を買うことで、コロナ禍で苦境に立たされている生産者への応援につながりま

す。 

尚、サイト上では、自由研究用の和牛を買ってもらうための、「大人へのおねだり集」を一覧で掲

載しています。「宿題をやらなかったんじゃない。８月２９日を待ってたんだ！」など、子どもた

ちが言うからこそ許される、くすっと笑える台詞に注目です。 

 

 

③ 実食 

調理の際は、子どもだけで行わないようお願いいたします。 

 

④ 印刷したシートに食べてみた感想などを記載。 

テーマの欄を空白で設けているシートも含まれているので、 

子どもたちが自分で自由に研究テーマを決めることも可能です。 

 

記入例： 

 

https://dodontodonburi.com/yakiniku829/


  

 

 

■サイト開設日：令和３年８月２６日（木） 

■注意点：安全性の観点から、子どもだけで調理を行うことがないよう、ご注意ください。 

 

【生産者を悩ませる、和牛の価格問題について】 

 長引く新型コロナウイルス感染症の流行拡大の影響で、日本の食文化の象徴でもある和牛の生

産者や関係者の多くが苦境に立たされています。和牛を 1頭出荷するには約２０か月間（生まれ

てから３０か月間）かかり、一頭の飼養にかかるコストは約１２０万円と言われています。生産

者は牛を出荷するまで売上が手に入らないため、出荷した月によって価格が大きく変動すると、

安定的な暮らしを築くことが難しくなります。和牛の価格は消費量（食べる量）と出荷量（牛の

頭数）で決まるため、夏の焼き肉、冬のすき焼き以外にも、様々な時期で和牛を食べることによ

って価格が安定します。皆さんも、焼肉の日だけでなく、毎月２９日（２月は２/９）の「肉の

日」を中心に、和牛を食べて楽しく生産者を応援してください！ 

 

【ＪＡ全農の和牛への取り組み】 

 ＪＡ全農は、日本の和牛文化を支援するため、「焼肉の日」に際し、様々な取り組みを行ってい

ます。２０２０年には「和牛サミット」を開催し、コロナ影響下の和牛を取り巻く情勢や、和牛

促進に向けた今後の展開・構想について発表しました。また、家庭で焼肉をする時、コンロやプ

レートの下に新聞紙を敷く習慣に着目し、３０段新聞広告『焼肉の土俵』を掲載、さらに新型コ

ロナウイルス感染症の影響でも、和牛には『人々を元気づける特別なチカラ』があるとの考えか

ら、おうちで和牛を食べて、自分自身の、頑張りをねぎらい、元気になってもらいたいとの想い

を込めて『じぶんに、ギュウ。』のロゴマークを制作しました。 

ＪＡ全農は今後も国内の和牛消費を喚起するとともに和牛文化の維持発展に貢献いたします。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


